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が,あ る程度 急激 になるとお こることが,theB-Zmapと 同種 の分岐 を示 す,よ り簡単 な

mapを 作 って調 べ ることによ り分 った。 この新現 象 の理論 化 は,現 在 進行 中で あ る。

Noise-inducedPeriodicity,tobepublishedinJ.Stat.Phys.30,No.1

(1983).

一次元周期的ポテンシャル中の

外力によるカオス的拡散

鹿大 ・理 井上政義 ・古賀 均

並進対 称性 をもつ系ではカォスによって拡散が起 る場合がある。これは熱雑 音による拡散 と

本質的 に異 な るものである。差分系 については最近 い くつかの研究 がある。我 々は次 のような

微分系 を考 える。

x=-sin2πoo十FCOStot-rx

こ の式 で表 現 され る系 と しては"1粒 子 転 位 モ デル","Josephsonjunction",

イ オ ン伝 導"等 が あ る 。

GrossmannとFujisakaに 従 って 座標 ∬ を2つ の部 分 に わ け る。

即=π 十 ξ

1ー

超"

(2)

ここでnは 整数部分 で ξは小数部分 である。周期 ポテ ンシヤルの周期 を1に とってあるから,

πはポテ ンシャル の谷 の位置 を表 わ し,ξ はその谷 の中での粒子 の位置 を示 してい る。

運 動 の タイ プ は次 の よ うに分 類 で き る。

[A]ξ:periodic

a.N-pointintra-vaUeymotion(n:fixed),

b.N・poiltinter-va週eymotion(n:periodic),

c.N・pointdriftmotion(n:increase(decrease)),

Inthesecasesthestroboscopicrepresentationinξ 一kplaneconsistsofNpoints.

【B】 ξ:chaotic

a,Intra・valleychaoticmotion(n:fixed)

b.Inter-valleychaoticmotion;
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一 次 元 周 期 的 ポ テ ン シ ヤ ル 中 の外 力 に よ る カ オ ス的 拡 散

withoutdiffusionanddrift(n=periodic),

withoutdiffusionbutwithdrift(n:㎞crease(decrease)),

withdiffusionbutwithoutdrift(n:chaotic),

withdiffUsionanddrift(n:chaoticallyincrease(decrease)).

Inthiscaseof【B],strangeattractorsa.reapPearedintheξ 一支phasespace.

Inthisclassification,quasi・periodicmotionsofξandnhavebeendisregardedforsimplicity.

我 々 は次 の2つ の場 合 に つ いて調 べた。

(1)tO・=2.4,r=1.5

(皿)ω=1.0,1「=1.25

上 記 の(Dの 場 合,外 力Fを 強 めて い く と,フ ァイ ゲ ンバ ウムー カス ケ ー ドが起 りF=2.4
0

でカオスが始 まる。 しか しこのタイ プのカオスには拡散 はともなわない。GI)の場合 のカォスに

到 るシナ リオは(1)の場含 と異 なる。⑳ のバ ン ド構造 を図1に 示 してある。カオス・バン ド"O.987

≦F≦1.083"に は拡散 が現われ る。この拡散 の平均2乗 変位 を図2,分 布関数 を図3に 示 し

て あ る。 またD(X(F―F)α と表 わ した とき
c

の α は α=O.5"vO.6の 値 を と る 。F'

」・一 ・・ 熱儲 を加 えた場 合にど うなるかにつ・・て
1.777

は現在研究中である。
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Duffing方 程式 の解 の大域的相似性

東北大 ・工,東 北大 ・通研A

佐 藤 信 一一,佐 野雅 巳A,沢 田 康 次A

1.は じめに

非線形強制振動における系の振舞いを探るという問題にっいて典型的非調和強制振動である

Duffing方 程 式

1袈+帯 ・・-B…t(・)

を考察 する・Duffing方 程式 によ り記述 され る系では,ジ ヤンブ 履歴現象・2n分 岐 そ し

てホモク リニ ックサイ クル等が観測 され るk2)系 のパ ラメタk,Bを 変化 させるこ とによ り,

高調波 とのPhase・locking,カ オス領 域が繰 り返 し現われる。それ らの領 域はパ ラメタ空間

において相似構造 をな している?本 研究 では,

(Dパ ラメタ空間(k-B平 面)に お ける相似構造 に大域的 なスケール則 が成立 する。

(jj)一般化 されたn次 のDuffing方 程式

x十kx十can=」Bcost(2>
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